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伊藤定佑先生は今から約 4 年前の 2008 年 1 月 10 日
に肝臓のご病気でご逝去されました。神奈川工科大学
で太陽エネルギー関連のシンポジウムを企画されてお
り、その準備に追われ、とても仕事ができるお体では
なかったにも係わらず奥様に運転してもらい大学と自
宅を行き来されていたなかでのご逝去であったとお聞
きしたように記憶しております。国際太陽エネルギー
学会副会長や日本太陽エネルギー学会の要職も務めら
れており、お亡くなりになる数日前に事務局に連絡さ
れたとき冗談のように「僕はもう死ぬんだよ」と本当
のことを告白されていたとのことです。最後の最後ま
で力を振り絞って太陽エネルギー利用のために命を賭
けて頑張りぬいた先生に、尊敬と哀惜の念を抑えるこ
とができません。

2005 年度の第 83 期部門長を先生がされていたとき
に、環境工学部門の活性化に邁進され、英文ジャーナ
ルの発行準備を進め、また、近年になく 300 名以上の

参加者があり大成功であった第 15 回環境工学総合シ
ンポジウムを室蘭工科大学で開催するとともに、部門
将来構想検討委員会を設置し、技術委員会の壁を取り
払って自由に情報交換する機会として「環境工学サロ
ン」を企画するなど、これらは全て伊藤部門長の熱意
の賜でした。さらに 4 年後の部門設立 20 周年となる
2009 年には国際会議をするようにと 50 万円を機械振
興事業資金に組み入れてくださるなど、部門の将来を
見据えた卓見により、現在の環境工学部門の礎を築い
て頂きました。

お陰様で先生が熱意をもって進められた自然エネル
ギー利用への期待が世界的に高まってきております。
2009 年には「環境と技術に関する国際ワークショッ
プ」を開催することができました。そして、部門将来
構想検討委員会は、「部門組織・企画委員会」として
定着し、新たな分野横断型の活動拠点として「先進サ
ステイナブル都市 WG」を産み出し、昨年度は東日本
大震災復興提案を行うなど、お陰様で先生の引かれた
レールに沿って部門がここまで大きく発展したことを
ご報告したいと思います。

お亡くなりになってから 3 年以上も経って、大変遅
くなりましたが、功績賞という形で部門に係わった者
達全員を代表して、伊藤定佑先生に心からの感謝の気
持ちを謹んで顕したいと思います。

環境工学部門功績賞
故 伊藤 定佑 先生

神奈川工科大学名誉教授
第 4 技術委員会：
佐藤 春樹
慶應義塾大学

部門賞　受賞者の紹介

この度は、2011 年度環境工学部門研究業績賞の受
賞という栄誉に拝し、大変光栄に存じます。今までご

環境工学部門研究業績賞を
受賞して

佐藤 岳彦
東北大学流体科学研究所

支援ご鞭撻を頂いた方々並びに関係者各位に心より御
礼申し上げます。受賞対象は、大気圧プラズマ流と生
体の相互作用に関する基礎研究ならびにプラズマ流の
殺菌・医療分野への応用です。近年、インフルエンザ
パンデミックや院内感染、食中毒などが社会問題化し
ていますが、プラズマ流を利用してこれらのリスクを
安全・簡便に低減できることが明らかになりつつあり
ます。2009 年にプラズマ医療国際学会（ISPM）が創
立されるなど、治療法への発展も進められている新し
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第 1 技術員会では、人間の生活環境における騒音や
振動の問題に取り組んでいます。メンバーは大学の教
官、企業などで騒音・振動問題に取り組む第一線の研
究開発担当者を中心に約 25 名です。技術委員会では、
小学生に音や振動を身近に感じていただくため、08 
年度より夏休みに「手作りで音を楽しもう─環境にや
さしい夏休み親子向けイベント」を開催しています。
11 年度は関東（川崎）と関西（神戸）で 2 回のイベン
トを行い、合計で親子 44 組 110 名の方に参加いただ
きました。技術委員会の委員だけでなく、徳島大学、
神戸大学の学生にも協力いただきました。科学イベン
トが多くなっている昨今ですが、学会や大学、企業と
連携して“音”と“環境”をキーワードとして独自性

を出した活動を継続していきたいと考えております。
年間 3 回程度の研究会を開催し、技術委員会メン

バーのレベルアップや意見交換も活発に行っておりま
す。若手を中心とした交流会なども行っております。

3 月の大震災以降、多くの方が自分にできることは
なんだろうか、学会として行うべきことはなんだろう
かと自問されたと思います。第 1 技術委員会のメン
バーは音と振動に携わる業務をしていますので、その
中で何ができるかを検討しました。昨年度は津波が来
るまでの時間でどのような避難放送、状況説明ができ
るのか、野外における音の伝わり方の問題点、避難場
所における音環境、プライバシーの確保と確実な情報
伝達に関して多くの議論がなされました。12 年度は、
これらの議論をどのようにして具体化、社会に役立て
行くかを検討する予定です。多くの方に議論に参加い
ただき、委員会活動を活性化していきたいと思います。
ぜひご参加ください。

第 1 技術委員会の
活動報告と計画 委員長：飯田 明由

豊橋技術科学大学

この度は、たいへん栄誉ある環境工学部門技術業績
賞を賜り、心から御礼申し上げます。受賞対象となっ
た技術は「空力騒音に関する実験解析技術」であり、
音環境の快適化という社会のニーズとあったことが受
賞につながったと考えております。私が空力騒音に関
する研究に携わったのは、大学を卒業して日立製作所
に入社した 1989 年からになります。当時、国鉄が分
割民営化されたことにより、「より早く、より安全に、
より快適」にとサービス面での競争が激しくなりまし
た。これに対応して新幹線の騒音、特に空力騒音に関
する研究開発が重要となりました。国内での空力騒音
に関する研究が盛んになった非常に良いタイミングで
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飯田 明由
豊橋技術科学大学

この分野の研究に携われたこと、それをずっと続けら
れたことが良かったと思っています。基礎実験用の風
洞開発やマイクアレイを用いた実車試験、空力騒音計
測技術の開発やコンピュータシミュレーションなど、
現在よりも技術自体が稚拙であった分、すべてにかか
わることができたことが良かったと考えています。私
自身の専門は流体工学ですが、環境工学部門を通じて、
振動・音響解析の専門家と交流することができたこと
も技術の幅を広げていくのに役立ちました。学会を通
じてご指導してくださった皆様に感謝いたします。空
力騒音の分野も数値解析による研究が盛んになってき
ております。「京」に代表される次世代スーパーコン
ピュータを用いて、自動車の空力・振動・音響連成解
析に関する取り組みもスタートしております。今回の
受賞を励みとして、さらに研究活動に邁進し、豊かな
音環の都市づくり、製品づくりに貢献できる成果を公
表し続けていければと考えています。この度は本当に
ありがとうございました。

い分野です。まだ、世界的にも研究者が少なかった
10 年ほど前からプラズマ殺菌の研究を始め、それま
で基盤としてきたプラズマ流体工学と融合すること
で、化学輸送機構や細菌の不活化機構などを解明して
きました。これまで、環境工学部門において新しい研

究分野を創成してきたことが評価されたのであれば、
大変嬉しく思います。今後も、本研究の受賞を励みに
し、次世代低温殺菌装置の開発など、病原性細菌やウ
イルスなど我々の健康を脅かす問題の解決に向けて全
力で取り組んでいく所存です。


